
第8表　　　小売物価地域差指数（総合および食料指数）

本末は．「小売物価統計調査」を実施している全国主要都市別lこついて作成したものである。指数計算はラスパイレ
ス式である〕粟印は全郡市の基準となった家計調査兼行の28柾市

市
年

総理府統計局詞。（小売物価統計調査報告）
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第16葦　　賃金お　よ　び労働

（1）　景気と労働経済

32年・の春以阻国瞭収支の悪化にともなって財政，金融引締め改発があいついで実施されると，やがて景況は停滞

から下降へと向かっナこ。こうした基調は33年に入っても引きつかれ，過剰設備の圧力を背負った在庫面からの圧乱

市況の低迷は主要諸産業の生産調整を避けられぬものとした。それに加えて・海外経済の低迷，後進国の外貨不安定

等で輸出が先細りをみせ，材料購入手控えによる輸入減少とともに市況を押し下げる要因となった0　しかしこのよう

な経済の縮少過程も，消費支出の堅調，海外経済の回乱金融の緩和，物価の底入れ，設備投資がそれほど波退しな

かったことなどを好材料として生産は回軌こ向い，また内需，荷動きも立直って，秋以降再び活気をもり返した0

この下降→停滞→回復上昇と大きく変動した景況の動きは，労働経済の諸部門にも少なからぬ影響を与えた0すな

わち企業収益低下にともなう賃金支払力の変動で臨時給与は伸び悩み，残業の規制等で基準外手当も低下したが・賃

金水準はそれほどの変動をみなかった。これは定期昇給や新規雇用の手控えによる抵治者層の流入抑制と，生産・女

子労働者など低治者属の流出で生ずる労働者構成の変化によって賃金水準は上昇率が鈍った程度・雇用水準も続落

し，停滞をみせたが，それほどの悪化をみせなかった。要するに今次の不知はその規模が大きかったわりに労働経済

面では深刻化しなかったのは，企業の内部蓄積のはき出し，残業の規制，臨時労働者の縮減等が波及を緩和したため

とみられよう。

（2）　賃金水準の動向

旗気の変動に時期的にずれて詔年秋ごろから停滞のきざしをみせた産業総数の現金給与総額（名目賃金）の対前年

同期増加率は，上半期では5．8％（刀年同期4．5％，31年同期6．4％，32年同期6・1％），下半期では7・8％（刀年同

期5．9％，31年同期8．2％，刀年6．6％）を示し，上半親にはいく分鈍ったが，下半期には回復に向った。これを年

平均でみると6．9％の増加率（31年7．4％，32年6，5％）となっている。したがって企業収益の悪化による経営合理

化のための実質的な賃下げが一部大企業にも波及したが，貸金水準にはほとんど表面化せず，景気変動に対して硬直

性を有していることをあらわしている。このような安定的要素の強い賃金の動向は一一製造業においてはこの色彩が

やや異なるが－最終需要の根強い伸びと結びついて景気変動の安定化要因として重要な側面になったものと思われ

る。

また産業捨数の賃金の上昇率は，29年のそれと同率であり，32年を底にして，いく分改善されているとはいえ，そ

の上昇鈍化の傾向がみえはじめた。その内訳をみると，臨時給与の支給額の決定は通常前期決算の状況によってなさ

れることが多い。そのため夏季，年末を通じて伸び悩み，また定期給与は定期昇給や，雇用構成の変化で上げ歩調の

中に，景気変動と関連して動く賃金部分がマイナス要因とならたために，2時以降最低の3・2％の上昇にとどまっ

た。この総計として現金給与総額は，当然伸び悩みを示しているが，その動きとしては比較的安定している〇

一方実質賃金は，消費者物価指数が32年8月を乳こ徽落しはじめ，33年3月を底に8，10月には一時的な反発をみ

せた上根、え，前隼の水準を割って低迷したために，各月とも前年同期の水準を上回った。したがってその伸びは名

目賃金のそれを上回るにいたった。

（3）　産業別平均賃金の動向

上に述べた賃金水準の動向を産業別にみると，現金給与総額の詔年に対する増加率は，賞与などの臨時給与増加の

比重が前年にひきつづいて増大した不動産業をはじめ，運輸通信・電気ガス水道業，却売小売業・建設業で∽％以上
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となった0これに反し製造業と金融保険業は臨時給与の支給が伸びなかったために1．0％の増加にとどまり，前年にく

らペてその鈍調が目立った0また定期給与▼では前年以上に各産業の動きが分かれ，その対前年増加率は10％以上の増

加を示した不動産業が目立ったほか，金融保険業5・1％乳　運輸通信・電気がス水道業5．0％増が堅調といえる程度

で，製造業がわずか1・8％の増加，建設業は前年の水準を割るなど，全般的に鈍調であった。このため不動産業を除

く各産業は前年平均の増加率を下回り定期給与の上昇は鈍化した。

●　こうした賃金上昇の鈍化は前年と同様製造業に著しい。これを中分類別にみると，パルプ・紙・紋加工品，輸送用

機器．ゴム製品の3業種のみか10％以上の増加を示したのみで，全般に低調に終始し，なかでも前年の水準を割った

ものは，鉄鋼・非鉄，稔城，出版・印肌その他の製造業，衣服その他の繊維製品など5業種に及んだ。この賃金上

昇の伸び悩みは3年にも投資財・生産財関連間門の業梓にあらわれていたが，3昨では，これまで比較的好調であっ

た消費財部門の業掛こも波及してきた。

（4）　賃金格差の変化

産業別の賃金格差は前年から拡大し，最高位は電気・ガス・水道業であり，最低位は貨金上昇鈍化の目立った製造

業で，その差は班％に近い。また男女別貸金格差は27年以降〇年まで年に少しずつ拡大してきたが33年には産業総

数，製造業とも→転して縮少をみせた。同じように労級別の格差もわずかながら縮少に転じた。ところが規模別格差

は27年以降刀年までほ拡大の傾向がみられたが，黒牛からは小規模事業所の賃金が若干上昇して，少しずつ格差が縮

少して行く動きをみせた。しかしこうした動きは製造業では全くあらわれず，大規模に対する中小規模との差はいず

れも前年より拡がっている。

（5）　労働力の需給

詔年4，5月をピークに常用雇用は漸減傾向を続け，33年3，4月の入破期には増加をみせたものの，それを過ぎ

ると再び続落をして，下半期に入ってようやく下げ止りの様相をみせるようになった。また臨時日雇労働者も次第に

減少し，11月にいたって底をついた状態で，各月とも，刀年の水準を割るなど低調であった。

一方職安の業務統計では，需要の減少などによる企案整胤それに基く離隠者ともに前年を4割強上回り，それに

つれて失業保険受給者も増加をみせた。そうして戎強者が大幅に増加したのに対して求人はさえず，殺到率（求人に

封する求職者の割合）り上昇し，就職率は悪化するなど労働市場における労働力供給の過剰現象があらわれた。しか

しこれも秋口からは，ようやく改善のきざしがあらわれ，景気の回榎へ追随する気配が濃厚となり，労働市場面，雇

用の面での悪化もそれほど深刻化しないうちに回復に向った。

（6）．労　働　争　議

本年発生の争議件数は刀1帆参加人員は93；治4人で，ともに前年の266件，1朗974人を下回った。不況に向った

前年後半から尻上りに経済斗争が発生し，本年の上半期には前年同期を上回る127件の発生をみた。しかし，景気回

復の下半期にはその件数も減り，前年同期を大幅に下回った。しかし年平均でその件数が減ってきたことは労使の交

渉で自主的に解決して行こうとするあらわれと思われる。

規模別では3刀人以下で1匁件と全体の∽％を占め前年を上回ったが，これは春季，秋季斗争で大企業が減ったた

めで，不況の影響が大きかった緩経．運輸化学　ノパルプ・紙，鉄鋼の5産業で7割を占めた，とりわけ多かった繊

維は操短問題，時間短縮要求から発展しており，運輸はほとんど賃上げ，臨時給与支給の経済要求であった。

要求別では，賃金増額が増加し，臨時給与の要求が減り，解雇反対は前年なみであった。解決状況では，182件の

うち自主解決が1詣件，地方委のあっ旋が訂件となっており，要求に対しては妥協の1乃件は当然にしても不貫徹7

件といくらか減った反面貫徹が皆無であったのは，経営者側の高姿勢のためとみてもよかろう。
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第1表 産　業　別　常　用　労　働　者　の1人
本葬はr毎月勤労統計調査」によったものである。これは常用労働者30人以上の車乗所を一定の比率で

臨時給与の一切含み．所得税貯金．組合讐購買代金等を差引かない以前の総葡のどとである。また本凋査
更を行った。したがって．笥一次全長は，鉄鋼と非鉄lこ分れ．運輸通信及びその他の公益事業は・運輸通

昭和33年1月以前の数軋こも若干の鴫違いがあるので時系列的比較を行う場合は・第4表の賃金指数によ

産　　業　　分　　類

産　　　業　　　総　　　数

E　建　　　　　設　　　　　業

ア　製　　　　造　　　　業

1
8
刀
21
2
2
23
2

4
25
訪
2
7
刀
刀
刃
3
1
3
2
3
3

食　料　品　製　造　業

繊　　維　　工　　業

衣服その他の繊維製品製造業

未　払木製品製造業

家具装備品製造業

パルプ，組　紙工品製造業

山坂，印l弧　同関連産菓

化　　学　　工　　業

石油製品，石炭製品製造業
ゴ　ム　製　品　製　造　業

皮
窯
鉄
非
金

同
石

乳
土業

金
製

鉄
属

製
製

品

品

　

製

製

製

製

鋼

属

品

造
造

造
造

業

業

業

業

業

34　枚　械　製　造　業

35　電気俵械器具製造業

36　輸送扱用械器具製造業

37　精密横械器具製造業
39　そ　の　他　の　製　造　業

G　瓦l　売　業，小　売　業

H　金　　　融，保　　険　　業

Ⅰ不　　　動　　　産　　　業

J　運　　輸　　通　　信　　業

K　電　気，ガ　ス，水　道　業

L：三　修　　　　理　　　　業

L兇　医　療　　保　健　菓

（注）単位：円。

昭和29年
平　　　均

昭和刃年
平　　均

昭和31年
平　　　均

昭和32年
平　　均

昭和33年
平　　　均

1　月
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資　料　　大阪肝総務部統計課。
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12135　　　　　12876
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21346
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23863　　　　25759　　　Ⅹ）756

31日：冷　　　　夏）040　　　22756

23044　　　　　24235　　　18322

18鉱7　24志　21志やl’

平　均　月　間　現　金　給　与　捻　額

抽出調査し．30人以上の全事業所に対応するものとして推計された轄黒である。現金給与細とは定I乳

は呵和30年5月に標本設計の賓更　調査事乗所の抽出菅などを行い，さらに照和33年1月に標本設計の変

信業と電気ガス水道粟とに分れ．その他の製造業は．武器製造雲．煙草製造妾を含んでいる。そのため，

られたい。
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平　均　月　間　現　金　給　与　給　額
きれる現軌こおいて生産業糟．生産工程に関する記録粟柿と密接な関連のある妻無に従事する労鴨者のこ
長，組長等の監督的労鴨者は除かれる。なお本調査は油平5月に模本設計の変更，鋼査琴薬所の抽出欝を

ある。したがって時系列的な比較を行う場合は注意されたい。
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第　2　表

大阪府総務部統計課。

産業別管理事務および技術労働
本表は「毎月勤労統計調査」によったものである。第1麦頚注参照。「管理事務および妖術労徽章とは

のことである。重役や理事者であっても専務級員を兼ねて一定の膿掛こ従事し，一般轟月と同じ給与規則

抽出哲を行い．次いで33年1月にも篠本設計の変更があったため，その前後における調査結果には若干の

資　料
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第　4　表 産 業

本表は「毎月勤労統計調査」に∴上ったものである。この指数は昭和30年5月に棟木設計の変更．調査事

るので．どれを補正．接続したものである。またこの指紋は27年基準お30年基準にに組替えている。なお

供した。

産　　業　　分　　類
昭和29年
平　　　均
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1（姫．4　　　103，7

105，1　　　92，9

101．0　　　　三相．6

1（：将．2　　　1〔方．9

95．3　　　　∈拓．3　　　1ユ0．0　　　110．7

104．3　　　　96．8　　　　99．7　　　102，7

1〔カ．2　　　（拓．1　　　甥．5　　　　97．2

134．1　　114．0　　　1（：8．2　　　111．2

116．0　　110．5　　112．6　　1C8．1

121．2　　　111，6

105．1　　1〔m5

102．5　　　　99．2

1（】〕．3　　　1〔転．4

111．1　　1C6，5

95．0　　　　92，・5

1C6．3　　　　瑛；．2

1C6．6　　　103．6

104．7　　　103．0

4
　
　
6
　
　
6

範
　
幻
　
9
3

1
　
　
2
　
　
7
－

釘
　
2
7
　
朗

l

　

　

ュ

140．4　　152．0　　1鴨．8

154，9　　149．0　　110．9

129．7　　　1〔右．6　　　107．0

156，5　　　173．9　　　103．2

163．3　　　122．6　　　12g．5

127．5　　　　94．7　　　103．8

111．7　　　126，9　　　116．8

126．0　　　133．1　　　110．6

166，7　　　151．8　　　115．8

131．5　　　132．7　　　　執；．1

124．5　　　187．7　　　103．4

191．8　　　257，3　　　122．7

131．5　　　161．4　　　111．3

1鳳0　　104．6　　106．6　　234．7

111．4　　　107．1

102．2　　　101．0

101．5　　　　99．1

112．3　　　1（：鼠5

95．3　　　　93，6

1〔6．6　　　　99．6

103．3　　　107．2

109．2　　　10g．7

94．9　　　102．4

99．8　　　1（X）．0

1C8．2　　　1〔沿．2

117．0　　　1⊥7．5

109．9　　1〔妬．1　　114．3　　193，2　　1（鼠2　　112．3　　1（謁．9

104．8　　10〕．6　　1C6，8　　127．5　　103．1　　101．0　　102．5

99．4　　　97，6　　133．5　　153，3　　1〇5．4　　101．4　　1〔刀．9

99．7　　　95．9　　113．3　　147．4　　104．1

1〔倍．6　　　102．4　　　131．3　　　161，2　　　113．3

91．5　　101，3　　1C8．3　　189．0　　1（刀．0

1〔8．9　　　103．7　　　110．6　　　211．1　　112．2

∈拾．4　　　1〔沿．6　　　110．6　　　164．2　　　104．2

99，4　　　　95．6　　　125．5　　　1〔B．8　　　103．1

113．9　　　111．2　　　138．9　　　164．1　　105．8

85．4　　　　甥．1　　142．3　　　1（刀．4　　　　84＿7

86．4　　　120．4　　　167．1　　1〔お．7　　　101，1

1鵬．0　　　105．1　　149．8　　　135．1　　104．7

104．0　　　1〔カ．0

1〔抱．4　　　103，9

95．5　　　　94．7

103．1　　1（：右．9

104．0　　　102．3

9〕．0　　　　97．7

1（：桧．3　　　248．9

1〔刀．5　　　218．2

99．2　　　242．6

111．4　　　214．0

97．2　　　195．1

9〕．7　　　168．5

119．0　　　215．2

111．4　　　246，4

ミ相．6　　　212．1

・100．6　　　247．1

118．8　　　248．8

113．7　　　242．3

122．5　　　225．1

1（退，2　　　182．8

102．1　　　213．9

1（二6．8　　　199．5

107．3　　　222．8

95．1　　　244．4

110．2　　　218．2

1（」6．2　　　173．5

1（壇，0　　　197．9

99．7　　　107．7　　　110．9　　　246．7

121．2　　　　95．4　　　　94．4　　　1g；．7

99．8　　　101．4　　　101．1　　　才；6．7

102．3　　　103．9　　　104．6　　　器3．3



「きまって支給する給与」とは．労轟音の行った労鴨に対し．あるいは労鴨名の状露に従って労鴨契

の期間ごとに支給する給与のことで．賞与など臨時給与は含まない。

引6　　賃金および男徽

第　4　表

産　　業　　分　　類 昭荊129年
平　　　均

昭和130年
平　　均

昭和31年
平　　均

昭和32年
平　　　均

昭和33年
平　　　均 1　月

産　　　業　　　総　　　数
（サービス業を含ます）

E　建　　　　　設　　　　　業

F　製　　　　　造　　　　　業

18　食　料　品　製　造　業

Z）綴　　　維　　　工　　　業

21衣服その他の繊維製品製造業

22　木　材，木製品製造業

刀　家　具　装　備　品　製造業

24　パルプ，紙，紅工品製造業

方　出版，印刷，同関連産業

茶　化　　　学　　　工　　　業

27　石油製品，石炭製品製造業

遡・ゴ　ム　製　品　製　造　業

29　皮　革，同製品製造業

刀　窯業土石製品製造業

31鉄　　　　　鋼　　　　　業

32　井　鉄　金　属　製　造　業

33　金　属　製　品　製　造　業

罰　扱　　械　　製　　造　　業

諮　電気機械器具製造美

玉　輸送用槻械器具製造業

罰　精密機械器具製造業

19三；そ　の他の製造業

G　卸　売　業，小　売　業

H　金　　　融，保　　険　　業

Ⅰ不　　　動　　　産　　　業

J　運輸通信その他の公益事業

100．0

D

U

　

　

　

　

3

　

　

6

　

　

9

　

　

∩

）

　

　

7

9
3
　
亀
　
朗
　
9
7
．
鉱
　
取

1〔沿．0

1〔D．0

1〔0，0

10D．0

1（：0．0

10つ，0

84．3　　　　　10〕．0

91．5　　　　　1α）．0

92．8　　　　　1〔0．0

127．9　　　　　1〔X）．0

93．5　　　　　1010

！6．4　　　　　1〔沿．0

9〕，2　　　　　1〔X）．0

91．5　　　　　100．0

！拓．1　　　　　1（刀．0

7
　
　
3
　
　
（
b
　
　
5

諷
　
9
1
．
弘
　
弧

1〔X）．0

100．0

1∝）．0

1（X）．0

1〔D．0

104．9　　　　109，6

111．4　　　　　123．0

1C6．8　　　　　110．7

1（：6．1　　　　　】17．0

107．1　　　　　1（：8．8

〔治．0　　　　　103．7

105．8　　　　　104．7

％．7　　　　　1（：蔦．6

104．7　　　　　104．5

113．9　　　　　117．5

1（：拓．7　　　　　111．2

103．8　　　　　119．3

107．3　　　　　110．2

111．3　　　　　124．2

93．1　　　　　　94．4

107．4　　　　　110．8

102．0　　　　　108．6

112．4　　　　　123．5

1（：巧．0　　　　　1（怒．7

1（：8．4　　　　　116．5

1〔将．1　　　　　112．2

107．5　　　　　109．4

鉱，7　　　　　1〔0，0　　　　　103．4　　　　　107，7

94＿6　　　　　1（XI．0　　　　　101．5　　　　　1〔方，0

1〔X），0

95．1　　　　1〔軋0

101．7　　　　　101．1

104．0　　　　　110．8

113．1　110．3

121．5　　　128．9

112・7　　　ユ〔方．7

121．3　　　1：汚．6

115．4　　　104．0

97．7　　　　∈6．■3

1（刃．1　　103．2

∈繋．8　　　　潔．8

121．3　　　102．2

111．7　　　112．5

116．1　　112．4

113．7　　　115．3

109．4　　　101．9

124．4　　　117．6

97．6　　　　88．3

110．1　　　105．8

115．1　　　1〔刀．6

113．0　　　111．0

1〔退．4　　　103．4

117．4　　　102．6

100．7　　　104．0

1〔鼠6　　　107．4

資　料　大阪府総務部統計課。

金　　　　　　　　　　　　　　　　義金および静■　　引丁数（続）（きまって支給する給与）

粗団体協約．または．給与規朋等lこよって予め定められている支給条件．算定方法によって3カ月声満

1ほ．3　　110．1

114．2　　　109．3

125．1　　118．4

115．1　　1〔母．1

102．1　　　　97．7

1〔B．9　　　107．3

1（：鼠3　　　104．2

112．6　　111．2

119．7　　　117．7

112．8　　　109．9

119．1　　　118．0

114．4　　　112．1

（柏．3　　　1（蔦．0

1（や．8　　　107．9

110．0　　　1C8．1

1偲．5　　110．4　　1茄．1　　126．0

116．7　　110．9　　110．5　　1〔蔦．9

115．9　　113．0　　115．8　　113．8

m8．0　－　115．9　　　1（乱0　　　111．8

114．0　　　1（右．7　　　1（刀．4　　　1（：略．2

134．0　　　123．5

99．5　　　（お．9

1⊥2．4　　　1（二8．7

110，8　　　12〕．4

12こ）．9　　　11116

110．9　　　107．9

114．8　　　1〔旧．8

112．4　　　10g．2

113．8　　　110．2

1〔沿．6　　　1の．4

1〔B．7　　　1（：転．8

112．1　　　m1．9

114．6　　　113．7

l13．5　　112．5

12こ）．4　　　122．7

113．6　　　111．1

118．9　　　1罰．7

118．6　　　115．3

97．8　　　　94．2

116．6　　　110．6

1⊥1．6　　　1（：6．4

u4．1　　124．4

1（カ．9　　1（刃．5

116．4　　　115．0

115．4　　　102．4

113．0　　　1〔カ．1

113．1　114．0　　115．9　　115．9　　117．5

1』．8　　　119．8

112．4　　　114．8

118．6　　　124．0

m6．8　　　121．9

91．3　　　　97．1

1∝）．5　　　115．5

1（蔦．9　　　104．6

124．3　　125．1

107．5　　　1〔カ．7

118．4　　　117．4

111．9　　　111，3

1（鼠8　　　110．4

119．2　　　1Z）．6　　　1：23．ユ

113．0　　　116，3　　　118．7

119．8　　　121．1　　12巳2

116．0　　121．2●　1Z）．4

％．0　　　　93．6　　　103．6

107．9　　　1CB．1　　1C8．1

1（二6．8　　1Ⅹ）．5　　　1：5．4

125．7　　　127．5　　　131．3

113．8　　　114．1　　121．2

117．3　　　118．1　　　1a：）．0

111．8　　　116．3　　　115．6

107．3　　　m1．7　　　115．8

121．6　　117．5　　1：茶．1　117．5　　m9．8　　122．6　　1犯5　　135．5　　1％・7

1〔第．5　　　∈拓．3　　　97．2　　　垢．7　　　94．3　　　％．日　　　華．1　103・7　　1（B・1

1（刀．7　　1（蔦．9　　110．9　　1（鼠8　　1（刃．3　　111・0　　110・1　1m・9　　116・2

m4．6　　1〔冷．9　　115．8　　112．0　　山2．4　】18．0　　115・1　121■0　　1去・6

114．1　1〔軋7　　113．8　　110．2　　1m．5　　116・0　　1（刃・6　　114・0　　114・4

1CG．1　　1〔6．3

u3．2　　　116．7

103．7　　　1（：拓．0

104，5　　　104，0

112．2　　　110．7

110．1　　1（：6．1

103．4　　　116．0

114．5　　116．7

107．2　　　104．9

121．3　　　m6．1

111．7　　　1（泊．9

104．5　　　101．5

111．4　　　1山．9

110．1　　　112．8

116．2　　　123．0

116．5　　　115．4

109．7　　　111．2

119．0　　　116．6

1C臼．0　　　109．6

102．2　　　107．7

112．8　　　112．5

1（：将．8　　　1ユ0．3

121．0　　　119．5

110．5　　　110．9　　　113．3

1罰．3　　124．5　　　125．4

107．8　　111．9　　　121．7

1C6．4　　　113．1　　117．3

112．5　　　114．0

112．8　　　113．0

121．4　　　121．1

115．2　　115．0　　118．2　　118．3

1
3
t
」
7
－

ュ5
⊥
5
罰
⊥
7

1
1
1
1



3柑　　義金および労儀

第　5　表 産　業　別　常　用　労　働　者　の1人

本表は「もl月勤労統計調査」によったものである。努1乗車注参照。総実労働時間とは労働者か実際に

間は含めてある。なお本調査は昭和30年5月に標本設計の変更．調査事要所の粒出挙を行い．次いで33年
しかし．産業総数および大分類別では30年基準に接続計算を行い．時系列的比較の便に供したが製造案の

産　　業　　分　　類
昭和29年
平　　　均

産　　　　業　　　　総　　　　数

E　建　　　　　設　　　　　業

F　製　　　　　造　　　　　業

遁
刀
n
2
2
刀
　
　
朗
読
誰
か
詔
　
　
2
9
刀
3
1
霊
力

食　料　品　製　造　集

線　　　維　　　工　　　業

衣服その他の繊維製品製造業

木　材，木製品製造業

家　具　装　備　品　製　造　菜

パルプ，瓢∴紙工品製造業

出版，印刷，同関連産業

化　　　学　　　工　　　菓

石油製品，石炭製品製造業

ゴ　ム　製　品　製　造　業

皮

窯

鉄

非

金

革

鉄
属

製
製

品

品

　

製

製

製

製

鋼

属

品

同

石

　

金

製

造
造

道
道

葉

菜

業

業

業

別　機　　械　　製　　造　　業

35　電気榛械器具製造姜

罰　輸送用根城器具製造業

37　精密機械器具製造業

19；；そ　の　他　の　製　造　業

G　卸　売　業，小　売　菓

H　金　　　融，保　　険　　業

l　不　　　動　　　産　　　業

J　運　　輸　　通　　信　　業

K　電　気，ガ　ス，水　道　業

L；；修　　　　理　　　　業

L88　医　　療　　保　　健　　業

昭和3〕年
平　　　均

昭和31年
平　　　均

194．5　　　　196．7

193．3　　　　　　ユ99．2

198．0　　　　　　刀1．6

2こ旧．フ　　　　　　a）4，3

196．6　　　　　　a：0．2

189．1　　　　　195．7

223．5　　　　　弐B．O

a：）3．7　　　　　　a〕6．8

195．9　　　　　　214．8

210．1　　　　　212．7

1堪．5　　　　　185．2

239．8　　　　　220．9

193．9　　　　　192．7

182．6　　　　　187．8

193．8　　　　　196．7

a：）5．5　　　　　20〕．1

a〕1．5　　　　　刀7．6

199．5　　　　　a：）2，9

1執）．0　　　　　194．4

196，1　　　　　弐）2．9

194．8　　　　　1（転．5

昭和32年
平　　　均

昭和33年
平　　　均

200．さ　　　　2【泊．1

刀5．5　　　　　207．6

2こち．1　　　　　a：6．0

刀3．7　　　　　　204．7

a〕6．3　　　　　2：6．3

1！治．2　　　　　1（抱．7

2：伯．9　　　　　210．5

a：6．4　　　　　184．6

226．3　　　　　217．9

215，5　　　　　212．7

1弘．3　　　　　185．9

227，2　　　　　223．6

a〕1．9　　　　　　203．2

1％．3　　　　　a〕7．3

二や1．3　　　　　⊥95．2

214．7■‾　　　　　212．9

20〕．6　　　　　210．3

a〕9．4　　　　　20〕．6

刀3．O a：）］．1

210．7　　　　　邦．7
刀5．1　　　　　2つ2．7

183．1　　　　19〕，3　　　　　192，1　　　　19）．9

178．5　　　　　177．1

189．8

194．4　　　　　193．7

181，4　　　　　1徴〕．6

1潔〕．6　　　　　1B4．9

181，5　　　　　182．9　　　　　1餅〕．7

（注）単位＝時。　　　資　料　大阪府総務部統計課。

1　　月

198．6　　177．9

の

56蓑n
191．6　　　176．5

181．0　　　168，1

203．8　　　　192．4

181．：fl■●

平　均　月　間　給　実　労　働　時　間　数

労鴨した時間の合計で．休憩時間は有給であると否とにかかわらず除かれるが．運輸関係労轟音の手持時

1月にも簾本設計の変更があった。そのため変更の前後における調査結果数世には若干の吸い嘉かある。
中分類訓にはおこなっていないので．時系列的比較を行うときには．この点を留意されたい。＿

貴重および労■　319

2　．月 3　　月 4　可5　月 6　月l7　月
8　　月 9　　月 10　　月 11　月 12　　月

202．6　　191．4

211．7　　　刀9．8

弐泊．2　　　193．5

2〕7．8　　　1942

2：）7．7　　　192．3

2こカ．0　　　191．3

201，5　　　194．O

a：忘．3　　　2嬉し7

195．4　　　189．1

218．7　　　a〕5．3

193．2　　　178．2

193．9　　　1該〕．3

212．4　　　192．7

刀7．0　－　178．3

212．2　　　202．1

218．8　　　；Ⅲ3．4

2：将．8　　　194．4

217．4　　　Ⅹ6．7

212．8　　　192．6

21Z8　　　192．5

212．7　　　192．2

aこ）2．1　　189．2

19〕．0　　　184．4

183．5　　　1該）．9

1∈転．8　　　刀〕．7

189．7　　　192．8

200．8　　192．5

a）4．6　　　　2：右．7

204．4　　　194，8

199．3　　　1⊆6．6

加4．5　　　1∈だ；．3

刀7．6　　　195．4

：犯2．0　　　2：）3．5

218．5　　　Ⅹ）2．1

20二）．7　　　194．8

2刀．5　　　刀3．4

1餌．5　　　175．3

19）．8　　　191．1

郡．9　　　189．2

187．2　　　173．9

210，3　　　刀3．8

217，0　　　刀5．7

m5，1　　1∈転．1

214，2　　　弐右．6

a〕7．1　　　193．3

1鉱．1　　191．4

a：）2．4　　　194．5

190．0　　　188．7

－　　　　201．1

19；．2　　　185．0

185．0　　　177．2

217．1　　　204．0

195．2　　　191．4

191．8

加．3　　　1∈6．1

2防．0　　199．8

218．4　　　220．5

212，2　　　：氾2．1

211．6　　　199．9

214．9　　　1‡泊．9

213．8　　　a〕3．6

218．5　　　2：泊．1

217．9　　　武治．8

2こ泊．4　　　1∈転．9

218．2　　　213．6

195，3　　　1駆．5

214，0　　　197．7

2（B．1　　　刀3．2

194．6　　　189，5

208．3　　　a：泊．9

217．4　　　213．7

215．8．　誠．1
224．0　　　　211．8

213．9　　　204．7

210．6　　　1％．0

2（二や．4　　　式0．9

213．4　　　：り2．0

213．9　　　a）4．5

1∈椙．0　　　194．6

181．4　　　185．8

a：）3．5　　　m．8

1∈B．4　　　194．7

197．0　　　195．8

1；胞．1　　　a：8．2

199．0　　　203．6　　199．5

214．1　　　2〔札4　　　211．2

刀1．7　　　210．3　　　a二）2．0

193．5　　　204．5　　　199．5

刀1．4　　　212．1　　　a：旭．8

m．9　　　211．9　　　1男．7

2二叫．5　　　215．3　　　214．6

a）3．7　　　a〕5．1　　1鉱．1

20：）．8　　　203．8　　　1∈旧．8

a：B．5　　　223．4　　　217．5

1窃；．1　　191．6　　　184．6

a：6．5　　　刀1．9　　　189．6

195．3　　　210．5　　　194．9

195．9　　　195．8　　　184．2

Ⅹ0．8　　　211．O a：鳩．1

213．8　　　221．6　　　212．7

：04．0　　　212．7　　　弐）4．6

2CO．4　　　220．1　　　211．2

203．8　　　212．1　　1⊆8．9

203．5　　　2⊥2．2　　　a〕1．0

202．2　　　ス〕3．9　　　；01．2

203．2　　　刀2．1　　197．7

2α），9　　　214．9　　　Ⅹ6．5

1第．5　　　191．7　　　193．3

176．9　　　1故〕．1　　189．3

203．0　　　武道．5　　　212．3

1∈汚．0　　　195．2　　　1∈6．5

203．3　　　197．3　　　2ロ7，6

198．6　　　1％．6　　　Z）4．5

202．6　　　207．3

犯．9　　　211．7

210．1　　　212．8

204．2　　　a：B．8

210．8　　　弐治．4

芸方．6　　　213．7

222．1　　　213．9

222．2　　　222．2

Z）7．1　　　215．0

224．8　　　　23）．6

189，1　　　191．5

199．9　　　199．5

a：母．0　　　　213．5

1∈6．5　　　193．1

21－1．7　　　217．9

221．2　　　　227．5

207．6　　　　218．1

222．4　　　　227．3

210．4　　　　210．8

憲治．O m6

2〔冷．4　　　　Ⅹ沿．7

2（：6．4　　　213．8

218．5　　　225．7

⊥92．3　　　ⅩIl．4

174．3　　　192．7

2αこ）．9　　　a：妃．3

191．4　　　1％．6

2t：粒．2　　　210．1

194．1　　　1b2．1
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第　8　表 産　　　業　　　別　　　月　　　末
本衣は「毎月勤労統計凋査」によったものである。これは常用労働者30人以上の串要所を一定の比率で

30年5月lこ標本設計の変更，調査事業所の抽出替．33年1月にも株本設計の変更を行った。そのため．凋

葬を行い，30年以降の時系列的比較の犀を因った。したがって産栗総数の敦憶には建設業が含まれるとと

昭和29年
平　　　均

昭和：氾年
平　　　均

昭和31年
平　　　均

昭和32年
平　　　均

相和33年
平　　　均

1　　月

推　　計　　労　　働　　者　　数
I　抽出調査し，開労儀者乱し以上の全事業所は対応するものとして推計された結果である。本翁蓋は昭和

査対象の変更等の前後の篇旧月査結果との間に若干の食違かある．そのためお年に連続するように接続計
もに，従兼公表してきた数健とは若干異なっている。
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（注）単位：人。　　　資　料　　大阪府総務部統計課。

第　7　表 産　　　　　　業

本表は「毎月勤務統計調査」lこよったものである，この消磨は弧年5月及び33年1月に抜本設計の翠更
食違いを調整し．33年に連続するよう修正したものである。このため産業綾歌は建設案を含めた数やによ

産　　業　　分　　類
昭和3〕年
平　　　均

昭和31年
平　　　均

昭和32年
平　　　均

昭和33年
平　　　均 1　　月

産　　　　業　　　　総　　　　数
（サービス果し8L85．朋を含まず）

E　建　　　　　設　　　　　業
F　製　　　　　　造
G　卸　売　業，小　売
H　金　　　融，保　　険
Ⅰ　不　　　動　　　産

業
業
葉
菜

J　運輸通信およびその他の公益事業

10仇0　　　　104．0

2　　月

113．0　　　1日．4　　　110．7

92．8　　　　　90．6　　　　　92．3
118．2　　　　117．3　　　　115．9
1C6，9　　　102．6　　　102．6
1〔B，3　　　　103．7　　　　104．1
144，2　　　　132．7　　　　132．9
103，3　　　　1〔鼠2　　　　1〔8．0

資　料　　大阪府冶務部統計課。

第　8　表 職　　　　　　業　　　　　　紹
本家は各公共職業安定所の報告に基すく菓愕統計によったものである。このうち．一般は常用臨時を意

び日雇の求職数の各年合計は，1カ年平均数である。なお．各項目の数字には密易職業紹介要務取扱数は

年

刀
3
1
詔
犯
　
1
2
3
　
4
5
6
　
7
8
9
∽
］
⊥
2

和

　

　

和

昭

　

　

昭

年

　

　

年

兼　　敏　　数

総　数l要職宴

失業保険受給者数

総　　数 新　　規
受給者数

求　　人　　数

総　数i要人芸l紹介数

103513　　　397143　　　　35773　　　　63611
94442　　　395552　　　25764　　　49476
！拇924　　　456116　　　：お（：愚〕　　　58643

122082　　516558　　　37603　’75594

125貼　　　70722　　　32試〕1　　　　5日〕4
127292　　　40774　　　32645　　　　5819
1：茶870　　　43737　　　　348∋9　　　　7342

127810　　　476説）　　　37263　　　　7583
1329日〕　　　47920　　　33619　　　　7〔冶4
133025　　　　45149　　　　39922

133535　　　　46735　　　　41419

12572〕　　　40501　　　41103

122547　　　　41472　　　　40455

117219　　　　38563　　　　39456

1043、第　　　　32181　　　二転911

87833　　　　21154　　　　35756

19718

3こ）67；〉

41246

41079

72144

b5811

5日⊆岨6

43689

34510
7143　　　　26677

7179　　　　26971

60a〕　　　30767

5525　　　　37711

6〔転6　　　　39442

4範7　　　　33111
5362　　　　23124

就職数

つ

山

4

．

9

　

■

′

詣
2
4
7
6
　
4
2

3
9
⊥
　
9

2
7
3
3
¢
4
2

「
⊥
7
－
4
　
0

8
3
．
4
　
6

1
0
U
「
⊥
　
6

7
4
3
　
7

1
4
2
1
茄
2
6

q

一

7

つ

ム

9
3
ュ
9
彷

6

つ

J

 

O

6

2

2

17　392

15777
15659

18038

205コ2
23　779

20913

16　272

91a：）

6
4
4
5
2

6
4
2
4
諾
現
駅
6
7
。
3
9
7
禦
㌫

6
2
3
3
37
3
5
3
5
3
4
3
4
3
4
義
3
3
刃
⊥
6

l■
l

2
3
6
禁
這
二
還
爛
莞
3
1
1
慧
蒜
6
3
3
芸

9
4
1
3

6
皿
1
5
5
1
7
1

6
16
1
2
1
2
1
1
1
2
1
1
u
1
2
m
8

（注）単位：人。　　　資　料　大阪府労働部破菓衰定課。

780115

33920

468333
97986

41178

1772

1：お9：忘

l
n
）
3
3
5
E
J
5

9
4
8
4
7
9
詭
5
2
肪
3

5

購
Ⅵ
ぷ
1
0
3
4
3
2
1
3
7

引
5
諾
1
65
制
肱
1
4
7

和
訳
4
76
皿
4
1
1
描

如4070

33759

484016
103172

43480
2018

137625

52
4
85
1
8
7
7
m
還
9

7
3
3
4

8

7
4
二
b
3
3
⊥
7

9
〔
J
7
0
4
3

2
5
2
5
9
4
3
2
1
脱
0
2
7
雅
邦

0
0
3
4
7
9
0
4
4
3
1
刀

M
6
25
堪
7
7
4
禦
蒜

昭
封
8
1
0
0
4
3
1
訂

▲
‖
l
U
4
1
1

9一
皿
7％山9T

l
■％p

U
8鋸7糾鮎

m
議
軋
劫
鋤
m

3
3
7
7
の
亜
1
刀

4
⊥
　
　
　
　
「
⊥

∴
∴
∴
‥
．

3

亡

U

2

3

⊥

7

－

3
7
∩
）
4
　
　
3

日
7
3
0
4
乃
1
6
罰

l
E
J
4
ュ
9
6

3
4
7
6
0
2
4
3
1
茄

232277177慧蒜

3
4
刀
0
3
4
3
1
訂

4
1
　
　
　
　
　
1

雇　　　　用・　　　指　　　　数
を行ったため．この間に若干の食違いがあるので．この指数を従来のか年基準に組替えるとともに，この

り算出したものである。こ

112．4　　　114．5

93．5　　　　　92．1
118．0　　　　120．4
104．8　　　　1〔渇．2
1（二6．7　　　　110．1

144．5　　　154．9

1（二倍．2・　　1（：8．4

介

114．1　　113．9　　1136

91．9　　　　　94．2　　　　94．2

119．7　　　　119，1　　　118．6

1〔薫．0　　　1（二8，6　　　1（：鼠9

109．9　　　110．1　　　1（：8．8

151．4　　　148．8　　　146．7

1（：B．6　　　1（：烏．6　　　105．3

113．2　　1ほ1

94．9　　　　　93，2

118．0　　　118．1

1（：膚．1　　　1〔B．0
109．2　　　1〔沿．6

148．0　　　145．7

105．4　　　1〔B．1

状　　　　　　況
味し．その求職数．失業経験受給者数求人数の各総数は．新規を含めた数字であって，その各年合計およ

含まれていない。

＝2．8　　　113．0　　　113．0

93．0　　　　　92．5　　　　　9〕．9
117．9　　　　117．9　　　　118．0
107．2　　　　107．6　　　　107．8
109．1　　　109．8　　　　1CO．6
142．7　　　　142．9　　　　142．1
107．8　　　　1曲，6　　　　1工船．7

来聴数
来　　　観

出頭延数

失業保険金
支給延日数

（日）
求人延数

就　　　　　労　　　　　延

民間事業】公共事業】失業対策事業 その他 合 計

32646　　　8422460　　　818746　　　65≡冶829　　1698831　　787こ賂9
33393　　　8649519　　　472121　　7957鉱9　　　2122餞：6　　693768
33129　　　8347（お6　　　443153　　　7（右4975　　　23第077　　737899

お811　　8601152　　791933　　7601348　　1825308　　7は6【氾

32774　　　　670316　　　16：）9〕5
33193　　　　6972二讃3　　　　24512

338∈将　　　　7558：賀∋　　　　23516

33527　　　　702475　　　76204

33556　　　　715547　　　129778
33644　　　　714α：6　　　66627

35437　　　　783531　　　555日9

33843　　　　746943　　　47914
33811　　　　734842　　　　662m

33921　　　　7∈8g冶　　　〔忘592
34ま）4　　　　754透14　　　57253
33820　　　　83449〕　　　27223

547733　　　　124458　　　E65∈栢
6177二葉；　　　133849　　　70757

6謳763　　　　171432　　　91拡7

562835　　　　1E）郁　　　44710
575571　　　　142514　　　37224
盟79：）4　　　　ユ43261　　　44（）〕3

661642　　　　1629二）1　　　53739

636773　　　　163046　　　琵753
623．927　　　　153419　　　53日53

677798　　　　153698　　　64654

647581　　　144574　　　67815

765（：冶5　　　　181470　　　7242日

4372455　　　40682

449∋816　　239m3
3852724　　3〔62％

4307656　　309152

2！紹932　　　27679
329498　　　414∈6
3（丈）812　　　43蕩4

329395　　　　739；
3531〔給　　　　7128
こ妬1（XI2　　　　6915

：沿1223　　　13651
3714〔B a〕479
355％3　　　28018

330559　　　35740
349（刃5　　　41282
437619　　　344（：6

慧
蒜
7
1
6

親
5
5
犯
ほ

A

b

7

【

ノ

　

7

一

507667

575599

657275

532187

53997一隻

555181

621513

611728

591253

6五651
601766
7；5922
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第　9　表 規　　模　　別　　組　　合　　数
本表は昭和33年6月即日現在の「労働組合基本綱査」によったものである。調査対象は調査斯f＝こおけ

組

第11表 産　　業　　別　　組　　合　　数
本表は各年6月30日現在の「労働組合基本調査」によったものである。調査対射土讃査期日におけるす

造

資　料　　大阪府労働部労政課。

お　　よ　　び　　組

●　るすべての単位労徽組合および労蝿組合連合団体である。

組合員数 組　合　一致 組合員　数

員　　数

地方公務 員組合
組　合　数【 組　合　員　数

賞金および労鴨　　323

企

合月　数
11鵬2　　　　　143　　　　伯耶2

5
3
5
4
1
日
刀
⊥
7
8
3

4
1
　
2
2
3
4
7
ュ
8
　
2
3
1
7
8
3

お　　よ　　び　組　合　員　数

るすべての単位労鴨組合および労働組合連合団体であって・総評・総同盟■こ二重加盟しているものもある。

貞　組　合 企

3

　

5

つ

ム

6

5

　

3

〔

0

2

つ

エ

5
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

組　合点　数 租　合　致 一　組合員数
地方公務員

組　合　数 組　合　員　数 組　合　数l　租 合　員　数
鳴

　

訪

2

　

8

＝

　

■

8

　

■

7

■

■

．

1

　

　

「

」

側062　　　　　141　　　　58725

45218　　　　　　132　　　　　57832
ユ85

一

一

一

－

　

■

　

一

⊥

2

つ
】
7

ュ
7

53
4
8
1
1
1
＝
■
＝
3

年

お　　よ　　び　　組

ペての単位労鴨組合および労亀組合連合団体である．

数

年
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第12表 労　働　争　議　形　態　別　年　別

本葬の労鴨争議および争議行為の定掛王労鴨講係調整法によっている。但し「争蹟行為を伴わない紛

争

年

和 年

件

（注）単位　件　人，　　　資　料　　大阪府労働部労政課。

第13表　　　　　　　　　労　　働　　争　　議　　産　　業
本表の数字は昭和33年中に関するものである。労働争議および争議行為の定義は労働関係調整法による。

産　　業　　分

昭　　和　　33　　年

設

食　料　品　製
線　　　推
衣服その他の繊維

数
　
業
業

総

工
鮎 造

造
　
製

木　　材，木製品製造

兼
業
菓
業

合　　　　　　計

件 数l　参加人員

争 議　　　　行　　　　為
計　　　　　1　罷　　　　　　業

件 数1参加人員l件　　数l　参加人員

201　　　92428

造
　
　
　
菓

却
金
運
輸
通
信
業
電
サ
ー
ビ
ス
薫

パ
出
化
石
．
コ
鉄
非
金

ル
指
　
油

レプ，紙，紙加工■品製造業
版，印　刷，同関連産業

学　　　工　　　業
製品，石炭製品製造業

製
　
製
製

品
鋼
属
品

製
　
金
製

ム
　
鉄
屈

造

造
造

業
業
業
業
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第14表　　　　職業訓練所職業訓練実施状況
水嚢は各鳳業訓練所の報告に基いて作成したものである。了の表の中の数字は．一般訓練所（崖・夜）．身体障害者

嶋業訓練所，総合職業訓棟所および日展特別訓練の各人貝の総計である。しかし．32年8月に設立された家事サービス

観葉補導所は年4回募集を行い．33年後には修了生416名を出しているが．この人貝は含まれていない凸

年　　　　月
年　　　間
訓練定員 応募者数
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資　料　　大阪府労働部職業訓練課。

第15表　　　府営共同作業所作業訓練実施状況
本表は共同作薫所の報告に基づい亡作成したものである。府営共周作業所は符下に2カ所設置し．作業訓捜種目は洋

札　洋裁．謄写印臥義放射乍．印章．ミシン組立等を行っている。入所者は一般失葉書貯びに破某所修了者．身体障

苫者．未亡人等を収容して作業訓練を行うとともに訓按期間中生活維持のため一般市場賃金に近い作業手当を支給して

いる。
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